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被ばく低減に関する好事例を発表の他、作家の
門田隆将氏のご講演。

【実施方法】
動画配信

本ワークショップでは、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉作業における被ばく低減対策のため
の具体的な対策の発表の他、作家の門田隆将氏にご講演いただきます。今回は、新型コロナウィルス
感染症対策に配慮して、動画配信で行います。

■動画プログラム■
・開会挨拶
・好事例発表（5社）（各10分程度）
・専門家委員会からの好事例に対するコメント（10分程度）
・講演（90分程度）
演題 ： 福島第一原子力発電所事故から10年
講師 ： 作家 門田 隆将 氏

（発表会社）※五十音順
鹿島建設株式会社、大成建設株式会社、東京パワーテクノロジー株式会社、
日立GEニュークリア・エナジー株式会社、東京電力ホールディングス株式会社

（講師）
門田 隆将（かどた・りゅうしょう）氏
作家・ジャーナリスト
1958年高知県生まれ。中央大学法学部政治学科卒業後、新潮社に入社。週刊新潮編
集部に配属され、以後、記者、デスク、次長、副部長を経て、2008年4月に独立。「毅然と
生きた日本人像」をテーマに、幅広い分野で著作を発表。2010年、『この命、義に捧ぐ～
台湾を救った陸軍中将根本博の奇跡～』(角川文庫)で第19回山本七平賞受賞。2012年
3月に福島第一原子力発電所の事故を題材とした「死の淵を見た男」を、2015年2月に上
記題材を児童書とした「吉田昌郎と福島フィフティ」を上梓。「死の淵を見た男」を原作とし
た映画『Fukushima50』が2020年3月に公開された。

被ばく低減対策ワークショップのご案内
【公開時期】 ２０２１年３月１日（月）～１２日（金）
【配信方法】 インターネットによる動画配信
【申込方法】 裏面お申込み書に必要事項をご記入の上お送りください




